
















［はじめに]

発達のある側面のみが遅れる児は,乳幼児の健診の場でしばしば遭遇する。これらの一面

的遅れは,まもなく正常化する場合もあれば,ある発達障害の早期徴候の場合もある。発達

のある側面のみに遅れをきたす原因は多様と考えられるが,それらの因子を明らかにし,そ

の特徴及び予後を明らかにすることは,乳幼児の発達スクリーニングにとって重要である。

この研究は,乳児期の移動運動のみの遅れ,乳児期の言葉の発達のみに遅れを示す児がどの

様な特徴を持ち,どの様に経過するのか(特に学童期以後生活上の不利益を生ずるような障

害を生ずるのかどうか)を明らかにすることを目的とする。この結果は,乳幼児健診でかな

り頻度の高いこれらの発達遅滞に対し,診察のポイントと事後処置に対する指針を与える

ことが出来るはずである。初年度の今回は,予備的に行った調査の結果について報告する。


